
●産業廃棄物処理フロー

早雲商事の処理工程

混廃の分別、異物の除去を行い、次の中間処理や再生利用をしやす
くする。
有価物の回収を行い、廃棄物の減量化を図る。

　上記の処理が原則とはなりますが、どうしても処理が出来ない残渣物については、
排出事業者責任、中間処理業者責任において、適正に処理いたします。

（焼却及び埋め立て処分）

保 管

鉄・非鉄の回収
（有価物扱い）

保 管

選 別

・送り
・圧縮
・梱包

廃棄物及び
有価物の搬出

金属くず ゴムくず 廃プラスチック 繊維くず 紙くず

売却 中間処理（焼成） 売却
（株）トクヤマ（セメント燃料化）
（株）東部開発（RPF 固形燃料化）

製紙メーカー製銅メーカー

廃棄物の搬入

山口共英製鋼 大王製紙

かさばる廃棄物を圧縮梱包することによ
り、輸送コストの削減を図る。廃棄物の
保管（飛散）と、中間処理や再生利用のし
やすさにもつながる。
※セメント会社への納入荷姿は、ベーラー締め又は
フレコン入れが条件となる。

中間
処理

前処理

売却（ウエス）

売却不能物（ラミネート他）

廃棄物の種類ごとに置場を設け、廃棄物
同士が混ざらないように保管する。
保管基準に従い、適正に管理を行う。
保管場所の表示・積上げ高さ・保管期間・保管数量 等

ギロチンにて、金属類と廃プラスチック
の分離を行う。
※専ら物扱いとする。

保管基準に従い、廃棄物の適正管理を行う。

※ただし、有価物の保管（商品）についてはこの限りではない。

保管場所の表示／積上げ高さ／保管期間／保管数量 等


